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長崎県のイタチから得た肺吸虫に就いて

長崎大学風土病研究所　臨床部(主任:片峰大助教授)

片峰大助・本村主生
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The spontaneous Infection with Paragonimus miyazakii of the Weasels from Nagasaki Prefecture.

Daisuke KATAMINE& Kimio MOTOMURA.Clinical Department, Research Institute of Endemics, Nag

asaki University.

鰭 P

我国に分布する肺吸虫はParagonimus westermami唯一

種と思われていたが, 1939年宵l崎によってParagommu∫

ohiraiが発見され,引続き1940年Paragonimu∫ ilokt∫uenen∫i∫

も存在することが確認された.卦こ1953-55年にかけ

て宮崎は佐賀県産イタチから肺吸虫を得てP. kellicotti

と同定して報告した¢　しかるに加茂,西札都凪冨

料(1961)は山口県産のイタチ,テン及び犬からケリ

コット肺吸虫類イ以の虫体を得て,虫休と卵及びメタセ

ルカリアを精査して新柾として報告　Paragommus

miyazakii n.sp.と命名した｡先に宮崎が報告したP･

kellicottiも恐らくこれと同種であろうと述べている由

以上によって我国に分布する肺吸虫は現在まで4柾

とされているが,著者らも長嶋県でとれたイタチを調

べているうちにP. miyazakiiと同定すべき虫体を得た

ので報告するJ

樹料と調査方法

1961年12月長崎県の業者により捕犯されたイタチ

150頭の皮をはいだ残休をゆずり受け肺臓を精査した

ところ,そのうち5頭に計8望の肺吸虫々体を得た卓

各1望づゝ 5望はformalin水固定して各皮部をはぎ

とって水又はゲ一夕一波に封じて皮棟の観察を行い,

4竺は圧平-マトキシリン染色標本となし,卵巣,精

巣その他構造の検索を行なった｡虫垂腫内の溶出液は

水を加えて集卵し　formalinにて固定,逐次検銃して

その形態観察と計測を行なった.同時に教室手持のPI

we∫termanii, P. ohiraiのそれと比校検討した.

成

且)イタチにおける自然感染

揺

長崎大学風土病研究所業佑　第400号

捕桂されたイタチほ全部で150頭であるが,そのう

ち虫休の-ti接が認められたものは有明掛こ面する北古

来郡高来町湯江,諌早干拓地及び大村湾沿岸の西彼

杵郡長与村の各1頭で,いづれも肺臓にかたい石灰化

した虫嚢腫1-2ケがあり,そのなかに各2隻の虫休

が発見された｡

第1表　イタチの捕獲地及び頭数
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2)成虫の形態及び計測値

ホルマリンで同定した標本でみると梢々細長いボー

スイ形で,大きさは4個の圧平標本で計測すると

2表に示す様に長柊6.5-8. 9mm,副径2,5｡-5少6mm

で形は梢ケ細長い｡虫体の辺椋には発達した卵黄災が

認められるが子宮内の虫卵は少く,完全に成熟した虫

体とは｡…且われないA　口吸矧ま体の先端にあり,その蔽

后に咽頭,これに続いて短い食道から2木の腸管が分

岐しているo

卵];]土は虫休の中央より右よりに位持し,いくつかの

分葉にわかれた后,分莫は更に第2枝まで不規則に分

岐している.その形はP. we∫termannに比べれば被雑

であるが　p.　　程ではない4　卵巣の大きさは面杭

になおして).25-0.58mm2で,虫体の全面積に対し

ての比は　017'　05に当る.
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図1　　　卵　巣　の　分　岐
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精力主の大きさは　0･78　･53mm望で多くは縦に良

く卵類主面秩との比は2･52-4.65で非常に大きい.

虫体の全表面は一様に皮殊に被われている･皮棟の

大きさは54｡1-49･2μ×6-0-12.0μで先端が尖ってい

るものは少く,中央に1-数条の縦線があってなかに

は尖端が数ケにさけているものが見山される.部位に

よりその形や大きさに相違があるが何れの部の皮疎も

41生である.

31虫卵

い5頭の虫嚢腫内容から得た卵夫々100個づゝを計測

すると,長径57･2-74･9平均67-70±3.21μ,副径

41.1-50-5μ平均　5.42±2･51μである.これを

同時に計mしたP. we∫termami及びP･ ohiraiに比較

してもはるかに小さい･
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図2 皮　棟　の　形
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第2蓑　　　　　虫　体　の　計　測　値

曳山㍍m【昼ー㍍㍍　　　　　卵　　巣　　　　　　栢　　　災

大きさmm面積cm2大きさmm面積mm2大きさm〃1

2･5×6.80.1150･950×0林6753.58歪昌:含喜;呂:76告Z

5･5×8･90-1851･275×0･795･54歪2.2.塁冒5xl.5x｡.･125
55
5･0×7･5　　　0･147　　0.825×　　　　　3.25

右0･858×0･75
左1｡525×0- 625

皮　棟(腹　吸　殻　附　近)

(50本平均)

長　径　　54･1-49･2μ　　42･72±4.82μ

短　径　　6･0′-12･0μ　　　9･21±0･98μ

精巣面碍//
ニー5i

面軌ォ2　-"I縣島面積

1･45　　　　2･52

2･53　　　　4- 65

0･78　　　　3.15
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卵の最大幅部は中央附近にあるものが73%を占め,

形は明かにP. westermami卵とほ異なり,大平小型大

平型を示している｡

長径と短径との比ば1･22-1･69平均1.49,卵殻の

厚さを測ってみると1.4-2.1μ　平均1.82土0･16μ

で極めて薄い･

小蓋の中部ま13.5-29･9μ　平均22｡07土2･22μの値

を'1㍍割た色

後端の小林の形をみると棟状のものが42%,茎状の

ものが22%に認められ,小林の不明瞭のものが56%に

みられた卓

鐸5蓑　　虫卯の形態と計測位

(5%ホルマリン固定,虫襲内卵100個)

㍍良　径　　57○2-74･9μ　67･70μ j二5｡21

大きさ　短　径　　4月-50.5μ　45｡42μゴニ2･51

㍍良径と短径の比　　1｡ 22-1｡ 69　　1｡ 49

卵殻側部の厚さ　　1○4 -2めμ　　1･82μ ±0･16

小蓋の大きさ　　　15｡5-29○9μ　22･07μ ±2･22

小蓋と短径の比　　1. 43-3. 27

小蓋と卵休の　　隆起したもの

接合部　　　〝　してないもの

小林

棟　状　42%　単　性
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考　　　　　察

我国に分布するP.westermanii, P. ohirai P林ilokt∫uenen∫7-∫,

p. miγazakiiの4種の肺吸虫は宮崎(1943-55), Chen

(1940),一色(1954),冨村(1959)などの研究に

ょり成虫については皮棟の年え方,卵巣の形態,終宿主

の種私　精製と卵巣との大きさの比較などを行ふこと

により区別が/I]:来る.メタセルカT)アではその形態及

び中間宿主の種類と寄i㍍i㍍(部位が興ること等が明かにさ

㍍'た(.

先づ成虫の皮耕についてみるとChenば皮耕の/はえ

方をwestermani-kellicotti型とohirai-iloktsuenensis

型に分類し,宮崎は卵巣の分岐の状態から　westerman

型と　ohira-iloktsuene　型に分けている.しかし　P林

ohiraiとP･ ilokt.∫uenen∫i∫　は成虫では区別が不可能で

あると述べている.最近加茂により発見された　㌘｡

miyazakiiはP. kellicottiの成虫ときわめて類似し,成

虫だけについての鑑別は殆んど不可能かと考えられる｡

何れも皮林は単生で卵巣の分岐はP. we∫termamiに比

べると複経であるが　P. ohirai及びP林iloktsuenen∫is程

分II良せず,多くは鐸2分岐に終るものが多い.肺吸虫

卵は一般に変異が大きいが,最近一色(1959)は各柾

肺吸虫卵について詳しい計測観察を行い,卵の形態に

ょりその区別が可能であることを述べている.即ちそ

の特長としてP林westermamiは環大幅部が蓋端湖Jにあ

り逆卵形で字訳蓋輯に肥厚がみられる･ P. iloktsuenen∫isで

は最大桁部が中央部で丑紡錘形　P. kellicottiほ最大桁

部が中央部で.菖EJ島卵軌P. ohiraiほ爵大栢㍍rご部が子さ括蓋抑

にあって卵形をなすものが多い.又　P･ miyazakii, P.

各種肺吸虫卵の計測値

(100偶の平均)

厚さ(μ)小蓋の大きさ(μ)　　最　大　幅　部

蓋端　　中央　無蓋端 備　考

88｡92±4｡24　5川8±2｡25　2･55±0-20　50.26±　　　　　10　　　　子宮内卵

(78.0--98･9) (41○　-65｡0) (1･9-3.0) (24.7-55.1)

79｡22±5｡31 51｡02ニヒ1･64　2.13±　　　26○08±2｡15　10　　71　19

(67-6-87.1) (46･ -54｡6) Cl｡6-2月) (19･5-52○5)

80.75±5｡28　52.78±2｡64　　2･　　　　　20･76

(49%)

74･25±5め　　47-79±2｡20　　　1｡ 6　　　　　22.2

･92･0) (44.0-56｡0) (1｡0-2.5) (18-0-25-0)

本肺吸　67｡76±5-21　45｡42士2｡31  1○82±)-16　22･07±2.22

虫卵　(57｡2-74.9) (41○1-50.5) (1･ -2.1) (15･5-29･9)

15　　　74　　15　　糞便内卵

一色(1959)

14　　　　　　　　　　虫嚢内卵
一色(1961)

73　　　　　　虫垂内卵
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kellicottiは形の上でほ鑑別出来ないが前者は大きさが

小さく,又,卵殻の厚さがきわめて薄いことを特長と

してあげている林

この度長崎県のイタチから得た肺吸虫の成虫及び卵

について宮崎　Chen.加茂ら,一色などの分類法に

従って手持の　P. westermanii,P. ohirai及び既法のP･

kellicotti, P. m妻γaJにakiiと比較検討を行ってみた.その

成績の大要は第3表に掲げておいたが,先づ成虫につ

いてみると,皮林はほとんど単生しておりwesterman-

kellicott typ㍍eに属する.卵巣はP. we,∫termann　のそ

れの如く単純ではなく,すべて第2分岐まで分れてい

る･しかし, P. ohirai, P･ ilok∫tuenenen∫isほど複雑では

ない.以上の皮棟及び卵巣の所見からは　P kellicotti

又は　P. miyazakiiに最も近い･

次いで虫卵の各100ケについての計測値は第4表に

路げておいたが, P. we,∫termanii P･ ohirai及びP. kellicntti

に比較すると,長径,短径共に明らかに少さく,加茂

の報告した　P小miyazakiiに赤も近い.又卵の最大幅

部は大部分73%に中央部にあり又形は卵円形が最も多

い林　この点からP. we.∫termaniす, P. ohiraiとは明かに

区別[Ti㍍]T来る.卵殻の厚さは平均1-82±0.16μで　P･

we∫termanii, P. ohirai,P. kellicotti卵とは虫卵の大きさ,

卵殻の厚さで差異が認められる.

以上,成虫及び虫卵の検索の結果を綜合して　P･

miyazakiiと同定されるもので,長崎県に於ける最初の

自然感染例と思われる.

調査したイタチは主として長崎県の中央部でとれた

150頭であるが,大村湾,有明海沿岸の5ケ所から虫

体が得られており,長崎県には比較的広く分布するの

ではないかと考えられる.尚これらの地域のサワガニ

について目下調査を進めているが,メタセルカリアを

得た上で本種の同定,分布について確定をしたいと考

えている.

摘　　　　　要

著者等は長崎県のイタチ130頭を調べ,そのうち3

頭にParagonimus miyazakiiと同定すべき肺吸虫々体

を得た.これは長崎県に於ける最初の自然感染例であ

るが,県下にかなり広く分布することが想像される.
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Summary

In December 1961, the weasels which were caught in Nagasaki Prefecture, were examined

for parasite infection. In this survey, 3 out of 130 weasels were found to be infected with lung

flukes. The lungs of the infected animals contained one or two wormcysts, in which eight

adult worms in total and a plenty of eggs were found. A detailed examination on the mor-

phology of the adult specimens and of the eggs were made comparing with other species of

this genus, The important findings obtained were as follows:

1) Cuticular spines growing on the whole body surface are commonly placed singly in any

individuale.

2) Ovary branches into the several lobes, being each lobe divided again complecatedly

into the secondary bifurcations.

3) Eggs measure 57.2-74.9ƒÊ by 41.1-50.5ƒÊ or 67.6•}3.21ƒÊ by 45.4•}2.31ƒÊ in the average

from 100 eggs examined. The eggs are generally elliptical in shape with maximum width in

the middle part in 73% of them. The thickness of egg shell is uniform and is very thin

measuring as many as 1.4-2.1ƒÊ or 1.82•}0.16ƒÊ in the average.

It is considered that there are four species of Paragonimus in Japan. According to

Miyazaki, Issiki and Kamo, they can be differentiated from each others by comparing

the morphological characters of ovary and cuticular spine of adult worm, and the structure of

eggs.

Present wormagrees with Paragonimus miyazakii repoted as a new species by Kamo et al

1961 in following points; complecatedly branched ovary, singly growing cuticular spine, small

dimension of egg and thinness of egg shell.

For these reasons, present lung fluke should be identified to be Paragonimus miyazakii.

Received for publication May 15, 1962.
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Explanation of Figures

Fig. 1　　The lung of infected weasel containing a worm cyst.

〝　2-　　Holotype of adult worm.

〝　5-7　　Cuticular spine on the body surface.

〝　8-10　Microphotograph of ovary.

〝　川-13　Eggs from, the worm cyst.
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